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 機能的な座位は，①体幹の伸展②コアスタビリティ③伸展を伴う頭頸部のアラインメント④バランスのとれた腹筋
群の活動によって特徴づけられる

 股関節は現象学的には屈曲位にあるが，伸展/外転/外旋の神経筋活動に伴う屈曲との相互作用に基づいている

機能的な座位の条件
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座 位：基礎知識 新保松雄（監），金子唯史/佐藤和命（訳）：近代ボバース概念 理論と実践-成人中枢神経疾患に対する治療-．2011



非機能的/機能的な前傾 非機能的/機能的な後傾

筋協調の視点で捉える
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座 位 Donald A. Neumann et al：Kinesiology of the Musculoskeletal System: Foundations for Rehabilitation, 2edition：Mosby．2009



 静的座位では，支持面の安定化と重力モーメントに対抗する筋活動が必要不可欠となる
 重力モーメントに対抗する(抗重力活動)ため脊柱起立筋群の活動が増加すると考えられるが，過度伸展座位または

弛緩座位では脊柱の骨/靱帯などの受動的な安定化機構が作用し，十分な筋活動が発生しない

静的座位における筋活動
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座 位：基礎知識
O‘Sullivan PB et al.：Effect of different upright sitting postures on spinal-pelvic curvature and trunk muscle activation in a pain-

free population．Spine (Phila Pa 1976). 2006 Sep 1;31(19)



 時間が経過してもほぼ筋活動は変化せず、一定の収縮を保っている

 長く座っているのには適度な筋活動が継続できることが重要となる

姿勢と経時的筋活動：機能的座位
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座 位：基礎知識
Waongenngarm P et al.：Internal Oblique and Transversus Abdominis Muscle Fatigue Induced by Slumped Sitting Posture after 1 Hour of Sitting in 

Office Workers．Saf Health Work. 2016 Mar;7(1):49-54



 屈曲姿勢では時間の経過と共に内腹斜筋の活動が低下するため，元々内腹斜筋の活動が低下して

いる患者は屈曲姿勢(Slumped sitting)になりやすい可能性がある

Slumped sitting

姿勢と経時的筋活動：弛緩座位
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座 位：基礎知識
Waongenngarm P et al.：Internal Oblique and Transversus Abdominis Muscle Fatigue Induced by Slumped Sitting Posture after 1 Hour of Sitting in 

Office Workers．Saf Health Work. 2016 Mar;7(1):49-54



筋活動の相互作用と動作への影響
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座 位：基礎知識

リーチ動作立ち上がり



 見た目上変わっていないように見えても目的や環境に合わせて様々な座位姿勢(姿勢緊張)変化がみられる
 座位姿勢の中でも変化できる「幅」があることが重要
 「姿勢を正して」というセラピストは多いが，「何のために必要なのか？」を理解する必要がある

目的により多様な変化
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座 位



 骨盤の位置によって胸椎・頸椎への影響があることは前述した
 後傾座位姿勢は椎間板への負荷量は通常座位に比べ圧力は増加する
 座位で屈曲が強い患者は腰痛を誘発しやすいかもしれない

Donald A. Neumann et al：Kinesiology of the Musculoskeletal System: Foundations for Rehabilitation, 2edition：Mosby．2009

椎間板への負荷
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座 位



立ち上がりの相分類
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座 位 Schenkman M et al.：Whole-body movements during rising to standing from sitting．Phys Ther. 1990 Oct;70(10):638-48

 この立ち上がりがどのような要素で成り立っているのか？を知ったうえで，現行の座位が機能的かどうかの

ジャッジが可能となる



認 知 抗重力活動 Scapula Setting

リーチ動作の相分類
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座 位

✓ 効率的な上肢リーチをしていくための準備相であり，身体各部の抗重力活動が先行的に高まる段階
✓ リーチを遂行するためには、開始肢位である座位が機能的に体幹や骨盤をコントロールできるかが重要となり、

リーチ動作においても体幹や骨盤の評価は必須となる



 下肢や骨盤の位置によっても運動連鎖によって脊柱・肩甲帯への影響も大きい
 どちらが良い、悪いではなく「COM」の高さを保ちながら適切に切り替えていけることが重要となる

Adalbert-I Kapandji et al：Anatomie fonctionnelle 1 : Membres supérieurs. Physiologie de l‘appareil locomoteur．Maloine．2005

座位と姿勢連鎖
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座 位



 見かけ上の腰椎と骨盤の【前彎/前傾】【後彎/後傾】は，筋活動を伴わずCOMの上下動の幅が大きく不安
定要素となる。その為、前面・後面筋の相互収縮に伴うCOM保持は，機能的な活動へと繫がりやすい

 腸腰筋・多裂筋は１椎にペアで付着しており、骨盤を前傾させるためには腸腰筋の活動と共に多裂筋が十
分に収縮して腰椎前弯へ押し出すこといることが重要となる。他にもハムストリングスや大殿筋も関与し
てくる

Bohannon RW, Gajdosik RL, LeVeau BF. Relationship of pelvic and thigh motions during unilateral and bilateral hip flexion. Phys Ther. 1985 Oct;65(10):1501-
4.Hiroshi Oga’ta,. An Observation of Physiological and Pathological State of Lumbar Pelvic Rhythm . 38:(3)1079～1083,1990

腰椎と骨盤の関係性/腰椎・骨盤リズム
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座 位

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Relationship+of+Pelvic+and+Thigh+Motions+During+Unilateral+and+Bilateral+Hip+Flexion
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pubmed/?term=Relationship+of+Pelvic+and+Thigh+Motions+During+Unilateral+and+Bilateral+Hip+Flexion


 肋椎関節や胸肋関節に可動性がないと胸椎の伸展を阻害またその逆もあり得るため、臨床では肋骨１本ずつを
評価していくことも重要である

肋骨と胸椎の連動
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座 位



Le Bozec S et al： Does postural chain mobility influence muscular control in sitting ramp pushes? Exp Brain Res. 2004 Oct;158(4):427-37. Epub 2004 Jun 10

 座骨に荷重し骨盤が前傾位であることが、下肢からの上行性の筋収縮や随伴性姿勢制御の観点から体幹下肢の
安定性を高め、結果的に上肢随意運動の筋収縮力を高めている

 骨盤後傾位では、臼蓋と骨頭の被膜率が下がり、下肢からの筋出力が効率的に伝わらない

座位姿勢が及ぼす上肢機能への影響
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座 位



 各部位ともに股関節屈曲に伴う体幹の前方傾斜の制動に関与している。
 仙骨に起始部をもつ大殿筋下部線維（部位D ・ E）が運動方向に沿う筋線維であることから、股関節伸展作

用として他の部位よりも先行して活動したと考えられる。

大殿筋の活動
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座 位 Akito KActivities of the medial and lateral hamstrings and gluteus maximus during forward-reaching in a sitting position. J. Kansai Phys. Ther. 16: 43–47, 2016



 内側ハムストリングスは運動方向に沿う筋走行となることや、股関節内旋作用によって股関節外旋制動に
も活動したため、より筋活動の増加がみられた可能性がある。

前方リーチ時の姿勢の変化
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座 位 Akito KActivities of the medial and lateral hamstrings and gluteus maximus during forward-reaching in a sitting position. J. Kansai Phys. Ther. 16: 43–47, 2016



20～30㎝０～15㎝

 リーチの短い距離では骨盤の動きは少なく、20㎝以降のリーチで骨盤の動きが伴う
 脳卒中患者では、グラスに手を伸ばすリーチ動作では麻痺側上肢のリーチと体幹の軸回旋の減少を示し、患者

は体幹屈曲と頭部の動きを含む代償的戦略を実行しました。

脳卒中患者のReachingと骨盤の動き
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座 位
Aprile I, Rabuffetti M, Padua L, Di Sipio E, Simbolotti C, Ferrarin M. Kinematic analysis of the upper limb motor strategies in stroke patients 

as a tool towards advanced neurorehabilitation strategies: a preliminary study. Biomed Res Int. 2014;2014:636123



 移動側へ80％荷重までは筋活動が増加していく．その後は活動が低下する

 80％を過ぎると坐骨から大腿部へBOSが変化し，内旋制御が必要でなくなる為低下している可能性がある

 座位での骨盤の動きは矢状面上の前後方向の動きだけではなく、 前額面上での側方傾斜も重要

 側方傾斜は骨盤帯の前後の動きに加え，股関節の三次元的な動きを必要とする。

KOUJI I.Integrated Electromyographic Activity of the Upper Fibers of the Gluteus Medius, Tensor Fascia Latae, and Gluteus Maximus Muscles on the Weight-Shifted Side during Lateral 
Body Weight Shifting in the Upright Sitting Position. Rigakuryoho Kagaku 29(3): 421–424, 2014

骨盤側方傾斜の経時的筋活動
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座 位

股関節
屈曲・内転・内旋



Hideaki F.Trapezius muscle function during lateral shift in chair sitting.J kansai phys rher.6:85-89,2009

側方傾斜時の肩甲帯
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座 位

移動側僧帽筋非移動側僧帽筋

 非移動側の僧帽筋各線維は距離の延長とともに筋活動の増加がみられた。

 僧帽筋下部線維の活動による胸郭と肩甲帯の連結、上部体幹の安定性にも着目する必要がある。

 座位での活動性向上には、上部体幹の水平維持が必要であるといわれている。



1. 立ち上がりを自立して行える脳卒中

患者のほとんどは①非麻痺側への傾

き②非対称性の荷重③膝モーメント

力の非対称性④動作時間が確認され

た

2. 大腿が接触しているときから荷重の

非対称性は確認されていた

3. 立ち上がりに関してはどの層から失

敗しているのか評価が重要だが，今

回の論文からは少なくとも開始肢位

や初動の評価が重要であることが述

べられている

脳卒中患者の座位の特徴と開始肢位の重要性

ス

ボ

ト

ラ

座 位
Boukadida A et al. Determinants of sit-to-stand tasks in individuals with hemiparesis post stroke: A review. Ann Phys Rehabil Med. 2015 

Jun;58(3):167-72. doi: 10.1016/j.rehab.2015.04.007. Epub 2015 May 23. PMID: 26004813.



 一次運動野内である局所の興奮が生じると、隣接
領域にも波及し、その領域の皮質脊髄路の興奮性
に影響を与える”remote effect”作用が存在する．

 経頭蓋刺激法（TMS）を用いて一次運動野を刺激
し、末梢筋に貼付した筋電図より振幅（MEP; 
motor evoked potential）を記録した．

 体幹筋の収縮は、安静時の上肢や下肢のMEPを上
昇させた。また、上肢筋の収縮は体幹筋のMEPを
上昇させた。

脳科学知見：体幹筋が上下肢に与える影響
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座 位
Evidence for existence of trunk-limb neural interaction in the corticospinal pathway. Neuroscience Letters 668:31-36. Atsushi Sasaki, Matija 
Milosevic, Hirofumi Sekiguchi, Kimitaka Nakazawa (2018)

サマリーvol.403:皮質脊髄路における体幹筋の神経学的結合の存在



網様体脊髄路
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座 位 高草木 薫：大脳基底核による運動の制御 .臨床神経学 . Vol. 49 (2009) No. 6 P 325-334

 下降路は機能的神経解剖に

おいて, 随意運動に関与す

る背外側運動制御系, 姿勢

制御に関与する腹内側運動

制御系に分類される. 



 体幹筋は、網様体脊髄路などの腹内側系システムによる制御機能の関与が示唆されているが、一方で一
次運動野のホムンクルスに着目すると、下肢支配領域と上肢支配領域の中間に位置している。

 一次運動野の機能局在に着目して体幹筋の特徴を理解することは、ハンドリングや運動療法に応用可能
な示唆を与えるが、この考えは浸透していない。

 四肢の筋を鍛える際に体幹筋との連動が重要であること、体幹筋の収縮により上下肢筋の皮質脊髄路興
奮性が高まるため、立ち上がりやリーチ動作の治療に活かしていきたい。

脳科学知見から体幹筋アプローチポイント
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座 位
Evidence for existence of trunk-limb neural interaction in the corticospinal pathway. Neuroscience Letters 668:31-36. Atsushi Sasaki, Matija 

Milosevic, Hirofumi Sekiguchi, Kimitaka Nakazawa (2018)

サマリーvol.403:皮質脊髄路における体幹筋の神経学的結合の存在



座位から臥位へ
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座 位

1. 運動パターンは多様にある運動パターンは環

境や文脈によって様々であり，“異常動作”と

判断することは難しい．障害をもった患者に

おいては，動作パターンが画一的になること

が多く，それが問題となる(過剰な屈曲・伸展

パターン)

2. BOSが手指・手根部・前腕・肘関節～肩関

節・肩甲帯・下側側腹部へとBOSが広がって

いく

3. 支持側坐骨を支点とした下半身の回旋や肩甲

帯の安定性と上肢伸展筋による支持性が求め

られる



 Alghadirらは頭頚部の位置が嚥下機能や飲みにくさの自覚に関係することを報告している。その報告では頭頚部

中間位→頭頚部屈曲位→頭頚部伸展位→背臥位の順で飲みにくさが増加したことが述べられている

 下顎の位置および咀嚼筋の活動に影響を与えることは一般に認められている前方頭部姿勢（FHP）は、頚椎の負

荷増加と頚部筋の長さおよび強度の変化と関連している

 姿勢の変更は、誤嚥を防ぐために気道を閉鎖することによって嚥下の速度と安全性を改善するために食道の流れ

に影響を与える。姿勢の改善が、口腔・嚥下機能の改善に間接的に関われる

Alghadir AH, Zafar H, Al-Eisa ES, Iqbal ZA. Effect of posture on swallowing. Afr Health Sci. 2017 Mar;17(1):133-137. doi: 10.4314/ahs.v17i1.17. PMID: 
29026386; PMCID: PMC5636236.

座位と嚥下の関係
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座 位

@visiblebodyに感謝します


